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場所：
月曜日15時以降、予約随時可
工資3-317

授業の目的・概要及び達成目標
１.目的概要�
（１）結晶性物質の力学的性質に関する基礎知識を得るために、転位等の格子欠陥のふるまいについて理解す�
る．�
（２）結晶性物質の強度発現機構と強化法の原理との関係について検討･理解する．�
�
２.達成目標�
（１）結晶中における積層欠陥、拡張転位、不動転位、結晶粒界等の格子欠陥の構造とその形成機構を説明でき�
る．�
（２）強度に与える結晶粒界の効果について説明でき、Hall-Pechの関係についてそれを転位機構で説明できる
．�
（３）転位同士の相互作用に関して、各種転位間の相互作用の応力を導出できる．�
（４）固溶硬化の原理を説明でき、溶質雰囲気引きずり抵抗に基づく強度の逆温度依存性を説明できる．�
（５）規則構造を有する化合物物質中の転位構造と強度の関係を理解できる．

カリキュラム上の位置づけ
講義内容の基礎となる部分は材料物理学Ｉ、ＩＩおよび弾性体力学と関連している．さらに講義内容は�
複合材料学、金属構造材料学を学ぶための基礎となる．

授業の進行予定と授業の進め方
　１.結晶中の転位（１）積層欠陥と拡張転位、不動転位�
　２.結晶中の転位（２）小傾角結晶粒界の転位構造とエネルギー、転位芯のエネルギー、�
　　Polygonization�
　３.単結晶のすべり変形（１）臨界せん断応力の法則、ひずみと応力の関係�
　４.単結晶のすべり変形（２）ひずみと転位、ひずみ速度と転位の運動速度�
　５.転位の運動（１）転位のすべり運動と上昇運動�
　６.多結晶物質の降伏強度（１）結晶粒微細化による強化、Hall-Pechの関係�
　７.多結晶物質の降伏強度（２）結晶粒微細化の方法と実例�
　８.転位同士の反応（１）Peach-Koehlerの式、Lomer-Cottrellの不動転位、�
　　KinkとJog、Forest cutting�
　９.塑性加工に起因する強化（１）転位の増殖、加工ひずみ量と転位密度�
１０.塑性加工に起因する強化（２）加工硬化、転位同士のすれちがい応力、転位間相互作用�
１１.固溶強化（１）転位と溶質原子の相互作用�
１２.固溶強化（２）Cottrell雰囲気、溶質雰囲気ひきずり抵抗�
１３.拡散変形（１）粒内拡散変形（Nabarro-Herring Creep）、�
　　粒界拡散変形（Coble Creep）�
１４.化合物物質の変形と強度（１）規則合金中の転位構造�
１５.化合物物質の変形と強度（２）強度の逆温度依存性、Kear-Wilsdorfの強化機構

授業に関連する
キーワード　　

結晶性物質 格子欠陥 転位 転位構造
力学的性質 固溶強化 加工硬化 拡散変形

成績評価の方法
各達成目標について中間及び期末試験を行い、各目標項目で50%以上の評価を得た者を合格とする．但し１項目�
のみ50%未満の者は、その項目について再学習とレポート提出を求め、50%以上と評価できた場合は合格とする．

教科書・参考書等
参考書：転位論入門（平野賢一訳、共立出版）、転位論入門（アグネ）、材料強度の原子論（日本金属学会）�
　　　　金属物理学序論（幸田成康著、コロナ社）、基礎材料工学（渡辺慈朗、斎藤安俊、菅原茂夫著、共立出版）
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